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壁
一
面
に
銃
弾
痕
も
生
々
し

い
遺
跡
が
現
存 新

し
い
生
活
様
式
…
？

「
コ
ロ
ナ
」
の
影
響
で
、
仕
事

や
付
き
合
い
方
が
変
わ
っ
て
い
る

そ
う
な
。
企
業
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク

が
導
入
さ
れ
、
仕
事
の
後
の
飲
み

会
は「
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
」で
。

会
議
は
も
ち
ろ
ん
オ
ン
ラ
イ
ン

で
、
出
張
は
な
く
自
宅
で
Ｏ
Ｋ
。

組
合
活
動
や
市
民
活
動
ま
で
、
集

会
は
規
制
さ
れ
て
、
「
リ
ア
ル
会

議
」
や
「
リ
ア
ル
集
会
」
は
全
面

禁
止
に
。
そ
の
う
ち
、
み
ん
な
家

に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
い
、
「
オ

ン
ラ
イ
ン
交
際
」が
主
流
に
な
り
、

さ
ら
に
少
子
化
が
進
ん
だ
り
し
て

…
。
大
西
敏
雄
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
目

黒
地
域
支
部
）

◇

◇

あ
り
が
た
い
が
悩
み
の
種

10
万
円
が
振
り
込
ま
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
時
代
、
公
務
員
は
…
な

ど
と
Ｔ
Ｖ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る

の
で
、ど
の
よ
う
に
使
う
べ
き
か
、

悩
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
た
め
に

使
う
の
に
も
た
め
ら
い
が
あ
り
ま

す
が
、
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
は
下
が
る

と
予
測
さ
れ
、寄
付
す
る
の
も
…
。

あ
り
が
た
い
10
万
円
で
す
が
、
悩

み
の
種
で
す
。
清
水
健
太
（
足
立

区
職
労
）◇

◇

明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い

河
井
前
法
相
夫
妻
が
、
国
会
閉

会
を
待
っ
て
揃
っ
て
逮
捕
さ
れ

た
。
直
接
に
は
前
回
の
参
院
選
の

前
に
、
1
0
0
人
ほ
ど
の
地
元
・

広
島
の
有
権
者
に
現
金
2
7
5
0

万
円
を
配
り
、
買
収
し
た
と
の
理

由
。
た
だ
、
自
民
党
本
部
か
ら
河

井
陣
営
に
1
億
5
千
万
が
送
ら

れ
、
配
っ
た
お
金
は
、
そ
の
一
部

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
差
額
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
だ

ろ
う
。
そ
こ
で
、
政
党
助
成
金
で

は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。
と
な

れ
ば
、
国
民
の
税
金
。
徹
底
追
求

し
て
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
と
思

う
。
土
田
尚
義
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
品

川
地
域
支
部
）

◇

◇

子
ど
も
の
心
が
心
配

給
食
や
休
み
時
間
に
じ
ゃ
れ
あ

っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と

を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

は
、
少
し
ず
つ
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
短

い
夏
休
み
。
子
ど
も
た
ち
の
心
が

心
配
で
す
。
藤
井
朋
香
（
都
教
組

北
多
摩
東
支
部
）

◇

◇

孫
た
ち
が
働
く
こ
ろ
に
は
…

孫
た
ち（
5
歳
、
3
歳
、
2
歳
）

が
東
京
医
労
連
が
作
っ
た
『
最
賃

音
頭
』
を
覚
え
ま
し
た
。
2
歳
児

は
と
も
か
く
、
上
の
2
人
は
楽
し

そ
う
に
、
上
手
に
歌
っ
て
踊
っ
て

い
ま
す
。
天
才
か
も
、
は
冗
談
で

す
が
、
こ
の
子
た
ち
が
働
く
こ
ろ

に
は
、
そ
ん
な
心
配
を
し
な
く
て

い
い
社
会
に
し
た
い
も
の
で
す
。

三
浦
久
美
子
（
首
都
大
学
東
京
労

組
）

◇

◇

退
場
し
か
な
い
の
だ
が
…

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期
が
決
ま
る

と
、
連
日
Ｔ
Ｖ
等
へ
の
露
出
が
増

え
た
小
池
知
事
。
習
主
席
の
来
日

延
期
後
の
安
倍
首
相
と
同
じ
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
が
後
手
後
手
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
ん
な
首
長

に
は
退
場
し
か
な
い
の
で
が
…
。

7
月
5
日
に
は
都
知
事
選
が
終
わ

っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
が
ん
ば
れ

！
宇
都
宮
候
補
。
鵜
沢
俊
夫
（
都

教
組
墨
田
支
部
）

6
月
15
日
号
の
正
解
は
「
全
国

最
賃
と
時
給
1
5
0
0
円
実
現
」

で
し
た
。
応
募
者
は
20
人
で
、
以

下
の
5
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

瀬
原
徹
郎
（
都
教
組
板
橋
支

部
）
、
羽
村
英
明
（
都
庁
職
都
立

学
校
支
部
）
、
早
船
智
美
（
都
教

組
八
王
子
支
部
）
、
中
西
喜
一
郎

（
全
印
総
連
・
光
陽
メ
デ
ィ
ア
労

組
）
、
山
口
純
一
（
都
庁
職
衛
生

局
支
部
）

西
武
拝
島
線
・
多
摩
モ
ノ
レ

ー
ル
の
玉
川
上
水
駅
か
ら
徒
歩

8
分
に
あ
る
の
が
、
旧
「
日
立

航
空
機
立
川
工
場
変
電
所
」
の

建
物
で
す
。
都
立
東
大
和
南
公

園
内
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
変
電
所
の
正
面
に
は
、

米
軍
機
の
機
銃
掃
射
、
Ｂ
29
爆

撃
機
の
爆
撃
等
の
銃
弾
痕
が
残

り
、
当
時
の
爆
撃
の
激
し
さ
を

生
々
し
く
伝
え
て
い
ま
す
。

日
立
航
空
機
立
川
工
場
は
、

戦
闘
機
エ
ン
ジ
ン
を
製
造
し
て

い
た
軍
需
工
場
で
、
昭
和
20
年

2
月
か
ら
4
月
に
3
度
の
空
襲

を
受
け
、
若
い
労
働
者
1
1
0

人
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

変
電
所
は
平
成
5
年
ま
で
稼

働
し
て
い
ま
し
た
。
都
立
公
園

が
作
ら
れ
る
時
に
、
市
民
の
運

動
で
戦
争
遺
跡
と
し
て
、
公
園

内
に
保
存
さ
れ
ま
し
た
。

変
電
所
と
一
緒
に
給
水
塔
も

残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
土

台
の
一
部
が
、
変
電
所
の
建
物

の
横
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
銃
弾
痕
が
残
る

建
物
の
全
形
を
残
す
遺
跡
は
、

全
国
に
も
珍
し
く
、
極
め
て
貴

重
な
遺
跡
で
す
。

▼
東
京
労
働
局
前
宣
伝
＆

要
請
（
最
賃
課
題
）

7
月
17
日
（
金
）
8
時

半
〜
、
東
京
労
働
局

▼
官
民
共
同
人
事
院
前
行

動
7
月
17
日
（
金
）
18
時

半
〜
、
人
事
院
前

▼
総
が
か
り
19
日
行
動

7
月
19
日
（
日
）
15
時

〜
、
衆
議
院
第
2
議
員
会

館
前
（
予
定
）

▼
東
京
地
賃（
目
安
伝
達
）

座
り
込
み
行
動

7
月
29
日
（
水
）
13
時

頃
〜
、
東
京
労
働
局
前

▼
Ｊ
Ａ
Ｌ
解
雇
撤
回
タ
ー

ミ
ナ
ル
宣
伝

7
月
29
日
（
水
）
18
時

〜
、
各
所

▼
地
域
代
表
者
会
議

8
月
1
日
（
土
）
13
時

半
〜
、
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル

▼
東
京
労
働
共
済
会
総
会

8
月
4
日
（
火
）
18
時

15
分
〜
、
東
京
労
働
会
館

5
階
会
議
室

▼
青
年
大
宣
伝
行
動
（
東

京
ジ
ャ
ッ
ク
）
プ
レ
企
画

8
月
30
日
（
日
）
13
時

半
〜
学
習
会
（
ラ
パ
ス
ホ

ー
ル
）
、
そ
の
後
交
流

Ａ
〜
Ｖ
を
順
に
並
べ
て
言
葉

を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
答

え
・
組
合
名
・
氏
名
・
住
所
・

通
信
・
パ
ズ
ル
や
紙
面
の
感
想

な
ど
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
又
は

メ
ー
ル
で
東
京
地
評
編
集
部
へ

（
あ
て
先
は
一
面

題
字
の
ワ
キ
）
。

締
め
切
り
は
8
月

1
日
の
消
印
有

効
。
抽
選
で
5
人

の
方
に
図
書
カ
ー

ド
（
千
円
分
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
応

募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉
コ
ロ
ナ
禍
や
大
災

害
の
現
場
で
奮
闘
す
る
公
務
労

働
者
の
生
活
改
善
を
！

（
ヨ
コ
の
カ
ギ
）

①
七
夕
の
日
、
天
の
川
で
出
会

う
の
は
織
姫
と
誰
か
な

⑤
南
米
の
ペ
ル
ー
に
栄
え
た
太

陽
神
信
仰
を
持
っ
て
い
た
国

⑥
豚
肉
を
塩
水
に
つ
け
燻
製
に

し
た
食
べ
物

⑧
誰
で
も
か
か
る
心
の
病
気

⑨
○
○
草
子
、
○
○
絵

⑪
手
に
○
○
、
筆
を
○
○

⑬
野
球
で
初
回
に
1
点
を
取
っ

た
後
、
得
点
せ
ず
勝
つ
こ
と

⑮
三
重
県
東
部
に
位
置
す
る

市
。
神
宮
で
有
名

⑰
ズ
ワ
イ
、
タ
ラ
バ
と
言
え
ば

⑲
フ
ァ
ン
が
芸
能
人
を
劇
場
か

ら
出
て
く
る
の
を
待
つ
こ
と

⑳
む
か
し
流
通
し
た
お
金

（
タ
テ
の
カ
ギ
）

①
生
活
の
介
助
や
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
ら
れ
る
老
人
ホ
ー
ム

②
疑
わ
し
い
こ
と

③
気
の
利
い
た
会
話
や
文
章
を

生
み
出
す
才
能

④
何
か
が
起
こ
り
そ
う
だ
と
前

も
っ
て
感
じ
る
こ
と

⑦
歌
舞
伎
の
隈
取
り
の
一
。
助

六
な
ど
荒
事
役
に
用
い
る

⑩
グ
ッ
ド
は
日
本
語
で

⑫
諺
「
○
○
は
友
を
呼
ぶ
」

⑭
土
地
の
値
段

⑯
世
の
中

⑱
中
国
の
弦
楽
器
の
一
つ

◆
1
9
8
0
年
代
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
日
本
に
来
た
女

性
。
最
初
は
大
使
館
の
メ
イ

ド
を
し
て
い
た
が
、
英
字
新

聞
の
求
人
広
告
を
見
て
応
募

し
、
30
年
前
、
あ
る
商
社
に

就
職
し
た
。
英
語
力
を
生
か

す
こ
と
で
可
能
と
な
っ
た
転

職
で
あ
っ
た
。
在
留
資
格
も

「
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」

に
変
更
し
、
現
在
は
永
住
。

◆
そ
の
後
も
、
同
じ
会
社
に

正
社
員
と
し
て
勤
務
し
、
60

歳
の
定
年
を
迎
え
た
後
は
、

再
雇
用
と
な
っ
て
1
年
契
約

を
更
新
し
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
あ
る
日
、
上
司
か
ら
暴

言
を
は
か
れ
、
そ
の
言
葉
が

胸
に
刺
さ
り
、
も
う
耐
え
ら

れ
な
い
と
思
っ
た
。
◆
そ
こ

で
何
か
あ
っ
た
時
の
た
め
に

と
、
既
に
加
盟
し
て
い
た
個

人
加
盟
の
労
組

に
泣
い
て
電
話

し
た
と
こ
ろ
、

す
ぐ
に
休
ん
で

病
院
に
行
け
と
言
わ
れ
た
と

の
こ
と
。
そ
の
後
、
会
社
と

の
団
体
交
渉
が
何
回
か
行
わ

れ
た
。
◆
会
社
は
辞
め
さ
せ

る
つ
も
り
は
な
い
と
主
張
し

た
が
、
本
人
は
耐
え
ら
れ
な

い
、
辞
め
た
い
と
主
張
。
賃

金
や
住
宅
手
当
が
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
だ
か
ら
と
他
の
国
の

出
身
者
よ
り
差
別
さ
れ
て
い

た
こ
と
の
他
に
も
、
彼
女
に

は
積
年
の
怒
り
が
あ
っ
た
。

会
社
は
日
本
人
だ
け
を
社
会

保
険
に
加
入
さ
せ
て
、
外
国

人
労
働
者
は
加
入
さ
せ
て
い

な
か
っ
た
。
30
年
間
勤
務
し

た
の
に
、
年
金
の
権
利
が
全

く
な
く
、
退
職
金
の
規
定
も

な
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
の
問
題
で
あ
る
。

◆
怒
り
と
要
求
を
も
と
に
繰

り
返
さ
れ
た
団
交
で
、
最
終

的
に
、
雇
用
保
険
の
会
社
都

合
退
職
の
手
続
き
を
行
う
こ

と
、
日
本
人
並

み
の
退
職
金
を

支
払
う
こ
と
で

解
決
し
た
。
彼

女
は
30
年
以
上
日
本
に
い

て
、
息
子
は
日
本
の
大
学
に

通
う
が
、
彼
女
の
日
本
語
は

十
分
で
は
な
い
。
し
か
し
、

国
籍
と
企
業
種
を
問
わ
ず
、

1
人
で
も
加
入
で
き
、
要
求

を
も
と
に
闘
う
労
働
組
合
の

存
在
は
大
き
く
強
か
っ
た
と

言
う
。
も
っ
と
多
く
の
個
人

加
盟
組
合
の
設
立
と
活
動
、

発
展
を
期
待
す
る
。
佐
伯
芳

子
（
東
京
地
評
労
働
相
談

員
）

作・あめんぼ

パ
ズ
ル
当
選

お
め
で
と
う

パ
ズ
ル
当
選

お
め
で
と
う

相
談
の
窓

相
談
の
窓

相
談
の
窓

オ
ル
グ
の
現
場
か
ら

個
人
加
盟
労
組
の
結
成
と
活
動
の
強
化
を

旧
日
立
航
空
機
立

川
工
場
変
電
所

（
東
京
都
東
大
和

市
）

相
談
の
窓

相
談
の
窓

相
談
の
窓
188
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